
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）交流促進に向けた各県独自の 

取組状況について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



環瀬戸内海地域の交流促進に関する各県の取組状況

①環瀬戸内海地域のスポーツ観光の振興 ②瀬戸内海の「海」の魅力の発信 ③環瀬戸内海地域の美や文化のネットワーク化 ④環瀬戸内海地域における食文化の発信・伝承

兵庫県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
　　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○インフラツーリズム（案）
○「２橋まるごとウォーク」等のイベント実施
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○「淡路島名誉大使」による淡路島誘客キェンペーン
○「淡路花博２０１５花みどりフェア」の開催
○おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

岡山県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン
○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進
○爽快！おかやま満喫サイクリングロード事業
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○インフラツーリズム（案）
○宇野港へのクルーズ客船の誘致
○瀬戸内海の海の魅力を生かした旅行商品の開発
○晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン
○瀬戸内国際芸術際２０１６の実施
○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○瀬戸内海の海の魅力を生かした旅行商品の開発
○晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン
○瀬戸内国際芸術際２０１６の実施
○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○瀬戸内海の海の魅力を生かした旅行商品の開発
○晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン
○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

広島県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進
　・しまなみ海道自転車通行料金の無料化を継続
　・無料化に併せた利用促進・利便性向上事業の実施
　　自転車マナーアップ啓発・講習会の実施（広島県）
　　セルフピット・サイクルスタンドの設置（広島県）
　　サイクリングに関するフェスでしまなみ海道自転車道に関する
魅力発信  など
○瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会｢サイクリングしまな
み2016｣
○ナショナルサイクリングロード認定に向けた取組
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○インフラツーリズム（案）
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

徳島県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
【（一社）せとうち観光推進機構の取組】
○ラフティング世界選手権プレ大会2016
○ラフティング世界選手権2017

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○「２橋まるごとウォーク」等のイベント実施
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○「本四高速全国共通料金戦略」の着実な実施
○大鳴門橋開通３０周年記念事業
   おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○食のパネル展の実施、ＰＲ
○大鳴門橋開通３０周年記念事業
   おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○「本四高速全国共通料金戦略」の着実な実施
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

香川県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○インフラツーリズム（案）
○瀬戸内国際芸術際２０１６の実施
○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○瀬戸内国際芸術際２０１６の実施
○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

愛媛県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進
　・しまなみ海道自転車通行料金の無料化を継続
　・無料化に併せた利用促進・利便性向上事業の実施
　　サイクルトレインの運行（愛媛県）
　　自転車マナーアップ啓発・講習会の実施（愛媛県）
　　サイクリングに関するフェスでしまなみ海道自転車道に関する
魅力発信　など
○瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会｢サイクリングしまなみ
2016｣
○えひめ いやしの南予博 2016
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○インフラツーリズム（案）
○えひめ いやしの南予博 2016
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○えひめ いやしの南予博 2016
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○えひめ いやしの南予博 2016
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【（一社）せとうち観光推進機構の取組】

高知県
○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○２０１６奥四万十博覧会の実施

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○インフラツーリズム（案）

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○「高知家・まるごと東部博」の実施
○２０１６奥四万十博覧会の実施

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○「高知家・まるごと東部博」の実施
○２０１６奥四万十博覧会の実施

※赤字については、環瀬戸内海地域交流促進協議会としての取組
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①平成 27 年度の各県独自の取組成果について 

 

（主な取組内容） 

神戸淡路鳴門自動車道の連携強化事業【徳島県・兵庫県】         P３ 

「淡路島名誉大使」による淡路島誘客キャンペーン【兵庫県】        P４ 

高知家・まるごと東部博【高知県】        P５ 

しまなみ海道の自転車道利用促進【広島県・愛媛県】)             P６ 
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庫

県
下

市
町

、
観

光
協

会
、
道

の
駅

の
広

報
掲

示
板

等

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
放

送
及

び
ポ
ス
タ
ー
掲

示
桂

文
枝

さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
「
淡

路
島

宣
伝

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

新
料
金
導
入
後
の
淡
路
島
内
観
光
施
設

の
入
場
者
数
が
増
加
。

H2
6年

度
の
明
石
海
峡
大
橋
通
行
台
数

も
H2

5年
度
に
比
べ
て
約
４
%
増
加
。
H
27

年
度
も
前
年
度
に
比
べ
て
順
調
に
増
加

し
て
い
る
。

H2
7年

3月
か
ら
5月

末
の

間
、
「
淡

路
花

博
20
15

花
み
ど
り
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、

35
9万

人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

明
石
海
峡
大
橋

出
典

：
本

四
高

速
(株

)発
表

交
通

量
デ
ー
タ

あ
わ

じ
の

経
済

リ
ポ
ー
ト
（
兵

庫
県

淡
路

県
民

局
）

〔
淡

路
島
の
主
要
観
光
施
設
〕

・
淡

路
フ
ァ
ー
ム
バ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

・
淡

路
人
形
座

・
う
ず
の
丘
大
鳴
門
橋
記
念
館

・
ウ
ェ
ル

ネ
ス
パ
ー
ク
五
色

・
パ

ル
シ
ェ
香

り
の

館
・
淡

路
ワ
ー
ル
ド
パ
ー
ク
O
N
O
KO

RO
・
野

島
断
層
保
存
館

【兵
庫
県
】

明
石

海
峡

大
橋

の
日

平
均

通
行

台
数

台

3
4
,
0
0
0

3
6
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

3
2
,
0
0
0

2
8
,
0
0
0

H
2
5

H
2
6

3
8
,
0
0
0

3
3
,
0
2
1

3
4
,
4
5
8

3
5
,
9
8
8

淡
路

島
の
主

要
観

光
施

設
の
入

場
者

数

千
人

1
,
1
0
0

1
,
2
0
0

1
,
3
0
0

1
,
4
0
0

1
,
5
0
0

1
,
6
0
0

1
,
7
0
0

1
,
5
5
5

1
,
6
4
5

H
2
7

年
度

H
2
5

H
2
6

H
2
7

年
度

《
4
月
～
1
2
月
の
入
場
者
数
》

H
2
6
：
1
,
3
2
4
千
人

H
2
7
：
1
,
3
8
2
千
人
(
約
４
％
増
)
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高
知

家
・

ま
る

ご
と

東
部

博
の

開
催

（
高

知
県

）
・

高
知

東
部

自
動

車
道

の
延

伸
に

伴
い

、
高

知
県

東
部

地
域

全
体

で
博

覧
会

を
実

施
し

、
地

域
外

か
ら
の
観

光
客

や
交

流
人

口
の

拡
大

を
促

進

【
博
覧
会

開
催
概
要
】

■
名

称
高

知
県

東
部

地
域
博

覧
会

■
愛

称
高

知
家

・
ま

る
ご
と

東
部

博
■

開
催
期

間
平
成

2
7
年
4
月

2
9
日
～

1
2
月

2
3日

（
プ

レ
イ

ベ
ン

ト
平

成
2
6
年

10
月

1
1
日

～
）

■
開
催
場

所
室

戸
市

、
安

芸
市
、

東
洋

町
、
奈

半
利

町
、

田
野

町
、

安
田
町

、
北

川
村
、

馬
路

村
、
芸

西
村

■
開
催
内

容
・

拠
点

施
設

の
設
置

・
イ
ベ

ン
ト

の
実
施

・
体
験

プ
ロ

グ
ラ
ム

の
実

施
・

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン
、

ツ
ア

ー
の
実

施
■

実
施
主

体
高

知
県

東
部

地
域
博

覧
会

推
進
協

議
会

高
知
家
・ま

る
ご
と
東
部
博

拠
点

施
設

（
パ

ビ
リ

オ
ン

）
「

室
戸

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
セ
ン
タ

ー
」

来
場
者
数

約
8
3
,
0
0
0
人

当
初
目
標
を
約
1
8
％

上
回
る
来
場
者
数
と
な
っ
た

高
知
東
海
岸
グ
ル
メ
ま
つ
り
＆
全
国
じ
ゃ
こ
サ
ミ
ッ
ト
＋
α

10
月
10

日
、
11

日
来
場
者
数

約
30

,0
00

人
Ｈ
24

開
催

時
の

倍
の

来
場

者
数

を
記

録

（
安

芸
市

）

・
施

設
や

イ
ベ
ン
ト
へ

の
来

場
者

数
は

２
６
５
万

人
と
な
り
、

過
去

３
年

間
平

均
の

１
６
％

増
。

・
観

光
施

設
や

宿
泊

に
よ
る
経

済
効

果
は

約
７
億

５
千

万
円

。
（
高

知
県

東
部

地
域
博

覧
会
推

進
協
議

会
調
べ

）
・
今

回
の

成
果

を
生

か
し
、
開

催
し
た
９
市

町
村

が
連

携
し
て

新
た
な
広

域
観

光
組

織
「
県

東
部

観
光

協
会

」
が

設
立

さ
れ

、
今

後
も
引

き
続

き
観

光
振

興
へ

の
取

り
組

み
が

進
め
ら
れ

る
。

【高
知
県
】
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●
国
内
外
で
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
の
P
R
活
動
の
実
施

◇
国

内
最

大
級

（
3
5
,0
0
0
人

規
模
）
の

自
転

車
イ
ベ
ン
ト
等

で
広

報
活

動
及

び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

（
H
2
7
.1
1.
6～

H
27
.1
1
.8
）

◇
台

湾
の

自
転

車
イ
ベ
ン
ト
で
広
報

活
動

の
実

施

し
ま
な
み

海
道

の
自

転
車

道
利

用
促

進

○
し
ま
な
み
海
道
自
転
車
通
行
料
金
の
無
料
化
の
継
続
に
向
け
た
調
整
等
を
実
施

○
平
成
2
7
年
度
の
無
料
化
継
続
に
合
わ
せ
，
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
利
用
促
進
，
利
便
性
向
上
に
関
す
る
取
組
を
実
施

○
し
ま
な
み
海
道
に
関
す
る
広
報
の
実
施

【広
島
県
・愛

媛
県
】

し
ま
な
み

海
道

自
転

車
通

行
料

金
の

無
料

化
を
継

続

●
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
運
行

◇
J
R
な
ど
と
連
携
し
，
し
ま
な
み
海
道

近
隣

駅
ま
で
自

転
車

を
電
車

に
直

接
持
ち
込
み
可
能
な
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
を

運
行

●
H
2
8
.4
.1
～
H
30

.3
.3
1ま

で
無

料
化

の
2
年

間
継

続
を
実

現
（
期

間
限

定
）

◇
料
金
の
支
払
い
に
対
す
る
一
旦
停
止
が

不
要

と
な
り
，
安

全
で
快

適
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ

が
可

能
に

◇
気
軽
に
し
ま
な
み
海
道
を
訪

れ
，

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽

し
む
こ
と
が

可
能

に 主
要

観
光
地
の
入
込
客
数
の
推
移
（
８
～
1
0
月
）

し
ま
な
み

海
道

に
関

す
る
広

報
の

実
施

無
料

化
前

の
状

況

し
ま
な
み

海
道

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

利
用

促
進

，
利

便
性

向
上

に
関

す
る
取

組

●
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の

取
組

◇
外

国
人

を
対

象
と
し
た

日
本
の
交
通
ル
ー
ル
を
学
び

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
体
験
す
る

講
習

会
を
開

催
◇
自
転
車
プ
ロ
チ
ー
ム
と

連
携

し
た
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

講
座

を
開

催

取
組

の
結

果
広
島
県
側
：
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
，

因
島
水
軍
城
，

向
島
洋
ら
ん
セ
ン
タ
ー
，

尾
道
市
立
美
術
館
，

千
光
寺
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

愛
媛

県
側

：
多

々
羅

し
ま
な
み

公
園
，

マ
リ
ン
オ
ア
シ
ス
は
か
た
，

村
上
水
軍
博
物
館
，

よ
し
う
み
ロ
ー
ズ
館
，

サ
ン
ラ
イ
ズ
糸
山

≪
主

要
観

光
地

≫

●
無

料
化

，
利

用
環

境
向

上
に
関
す
る
取
組
の
結
果
，

地
域

が
活

性
化

●
主

要
観

光
地

の
入

込
客

数
（
8
～

1
0
月

）
が

増
加

◇
H
2
7
年

度
は

前
年

度
と

比
べ

1
.1
1
倍
増

◇
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
が

開
催

さ
れ

た
H
2
6
年
度

よ
り
も

H
2
7
年

度
は

更
に
増

加

サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
の

に
ぎ
わ

い

多
々
羅
し
ま
な
み
公
園
の
に
ぎ
わ

い

地
元
商
店
の
に
ぎ
わ
い

地
元
商
店
の
に
ぎ
わ
い

国
内

最
大

級
自

転
車

イ
ベ
ン
ト
で
の

P
R

外
国

人
対

象
の

講
習

会
開

催
自

転
車

プ
ロ
チ
ー
ム
と
連

携
し
た

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン

●
国

際
サ

イ
ク
リ
ン
グ
大
会

に
向

け
た

取
組

◇
H
2
8
.1
0
.3
0
開
催

の
「
サ

イ
ク
リ
ン
グ

し
ま
な
み
2
0
1
6
」
に
向
け
関
係
機
関
等

と
協

議
を
実

施
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し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
更
な
る
利
用
促
進
・利

便
性
向
上
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
更
な
る
利
用
促
進
・利

便
性
向
上
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

更
な
る
利

用
環

境
の

向
上

へ
の
取

組

調
査

概
要

・
調
査

対
象

：
し
ま
な
み

海
道

の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
目

的
と
し
た
自

転
車

利
用
者

・
調

査
期

間
：
平

成
２
７
年

９
月

上
旬

か
ら
１
２
月

上
旬

・
有

効
回

答
：
１
３
２
１
人

（
男

性
７
８
８
人

、
女

性
５
３
３
人

）

○
利

用
環

境
の

向
上

の
た
め

・
宿

泊
施

設
、
飲

食
店

・
休

憩
施

設
・
荷

物
預

か
り

・
イ
ベ
ン
ト

な
ど

の
整

備
や

実
施

が
必

要
と
い
う
意

見
が

あ
っ
た
。

そ
の

他

・
バ
ス
停
・
バ
ス
便
の
増
設

・
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の

整
備

・
街
灯
の
整
備

な
ど

通
行

料
金

無
料

化
の
認
知
度
と
し
ま
な
み
海
道
へ

の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
来
訪

回
数

広
島

・
愛

媛
以

外
7
6
％

【
参

考
：
海

外
（
1
0
7人

）
の
居

住
地

】
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
・
・
2
3
人

・
中

国
・
・
・
・
・・
・・
・・
・1
4人

・
ア
メ
リ
カ
・
・
・
・
・
・
・
・
12
人

・
台

湾
・
・
・
・
・・
・・
・・
・1
1人

・
カ
ナ
ダ
・
・
・
・・
・・
・
・1

0人
そ
の

他
・
・
・
イ
タ
リ
ア
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
、

オ
ラ
ン
ダ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
韓
国
等

○
国
内
外
よ
り
多
く
の

サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
し
ま
な
み

海
道
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
み
に
来
て
い
る
。

○
国

内
外

か
ら
多

数
来

訪
平

成
2
6
年

度
広

島
・
愛

媛
以

外
６
７
％

（
海

外
１
％

）
↓

平
成

2
7
年

度
広

島
・
愛

媛
以

外
７
６
％

（
海

外
８
％

）

来
訪

者
の

居
住

地 無
料

化
の

認
知

度
（
全

体
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
来
訪
回
数

無
料
化
の
認
知
度

（
初
め
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
）

○
無
料

化
の

認
知

度
は

５
４
％

○
初
め
て
の

来
訪

者
は

７
０
％

○
初
め
て
来
た
人
の

無
料

化
の

認
知

度
は

４
４
％

無
料

化
を
継

続
す
れ
ば
、
更
に
多

く
の

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の

し
ま
な
み

へ
の
来
訪
が

期
待

で
き
る
。

○
４
４
％

の
人

が
年

間
利

用
回

数
の

増
と
回

答

利
用

回
数

の
増

４
４
％

【
参

考
】

サ
イ
ク
ル

モ
ー
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

２
０
１
５

（
1
1
/
6
～

8
：
幕

張
メ
ッ
セ
）

に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
1
9
6
人

か
ら
回

答
）

行
っ
て
み

た
い
・
・
・
1
9
6
人

（
1
0
0
％

）
行

き
た
く
な
い
・
・
・
・

0
人

（
0
％

）

本
州

と
四

国
間

の
地

域
間

交
流

の
促

進
の

た
め
に

自
転

車
通

行
料

金
無

料
化

の
継

続
が

必
要

不
可

欠
で
あ
る
。

本
四

連
絡

道
路

を
利

用
（
５
７
％

）

本
四

連
絡

道
路

を
利

用
（
５
８
％

）

往
路
の
高
速
道
路
利

用
復

路
の

高
速

道
路

利
用

し
ま
な
み
海
道
へ
の
交
通
手
段

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
出
発
地

○
約

５
０
％

の
人

が
自

動
車
を
利
用
。

○
自

動
車

利
用

者
の

う
ち
約

６
０
％

の
人

が
本

四
連

絡
道

路
を
利
用
。

○
本
四
連
絡
道
路
を
利
用
し
た
人
の
う
ち
、
約

８
５
％

の
人

が
西
瀬
戸
自
動
車
道
を
利
用
。

瀬
戸

内
し
ま
な
み

海
道
の

更
な
る
利

用
促

進
を
図

る
た

め
、
利

用
者

の
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
施

策
を
広

島
県

・
愛

媛
県

で
連

携
し
て
取

り
組

ん
で
い
く
。

無
料

化
に
よ
る
年

間
利
用
回
数
の
増
加

し
ま
な
み

海
道

へ
の

交
通
手

段

約
３
割

の
人

が
、
本

四
連

絡
道

路
を
利

用

【
参
考
】

H
2
6
年

度
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
（
7
5
6
人
か
ら
回
答
）

広
島
・
愛
媛
以
外 6
7
％
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②平成 28 年度以降の各県独自の取組について 

 

（主な取組内容） 

 神戸淡路鳴門自動車道の連携強化事業【徳島県・兵庫県】         Ｐ９ 

 「鳴門海峡の渦潮」世界遺産登録【兵庫県・徳島県】           Ｐ１０ 

 ２０１６奥四万十博覧会【高知県】                       Ｐ１１ 

 えひめ いやしの南予博 ２０１６【愛媛県】      Ｐ１２ 

 「サイクリングしまなみ 2016」【広島県・愛媛県】    .            Ｐ１４ 

 晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン【岡山県】  1 )    Ｐ１６ 

 瀬戸内国際芸術祭２０１６ 【香川県・岡山県】                   Ｐ１７ 
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●
お
ど
る
宝

島
！

パ
ス
ポ
ー
ト
（
第

５
弾

）
、
淡

路
島

＆
徳

島
と
く
と
く
周

遊
ガ
イ
ド

・
徳

島
・
淡
路
の
観
光
施
設
や
飲
食
店
等
で
割

引
き
や

特
典

サ
ー
ビ
ス

・
お
ど
る
宝
島
！
パ
ス
ポ
ー
ト
で
は
、
徳
島
・
淡
路
の
お
も
て
な
し
施
設
で
ス
タ
ン
プ

を
３
個

以
上

集
め
応

募
す
る
と
、
抽

選
で
徳

島
・
淡

路
の

特
産

品
を
進

呈

●
２
橋

ま
る
ご
と
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー

＜
明
石
海
峡
大
橋
、
大
鳴
門

橋
＞

・
徳

島
県

・
兵

庫
県

の
食

文
化

を
発

信
【
交

流
促

進
】

鳴
門

公
園

や
淡

路
島

「
道

の
駅

」
で
両

県
の

食
文

化
を
発

信
主
催
：
本
四
道
路
活
用
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
(兵

庫
県
,徳

島
県
,本

四
高
速

他
）

後
援

：
環

瀬
戸

内
海

地
域

交
流

促
進

協
議

会

平
成

２
８
年

度
実

施
予

定
の
取

組

○
「

お
ど

る
宝

島
！

パ
ス

ポ
ー

ト
」

や
「

淡
路

島
＆

徳
島

と
く

と
く

周
遊

ガ
イ

ド
」

の
特

典
付

き
サ

ー
ビ

ス
に

よ
る

兵
庫

県
・

徳
島

県
の

交
流

促
進

、
「

２
橋

ま
る

ご
と

ウ
ォ

ー
ク

ツ
ア

ー
」

等
で

兵
庫

県
・

徳
島

県
の

「
食

の
魅

力
」

を
発

信
○

各
地

域
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

に
よ

る
交

流
促

進
、

地
域

の
魅

力
発

信

【徳
島
県
・兵

庫
県

】

神
⼾
淡
路
鳴
⾨
⾃
動
⾞
道
の
連
携
強
化
事
業
の
実
施

明
石
海
峡
大
橋

大
鳴
門
橋

鳴
門
公
園
で
昼
食

淡
路
島
＆
徳
島
と
く
と
く
周
遊
ガ
イ
ド

（
H
2
8
年
度
）

お
ど
る
宝
島
！
パ
ス
ポ
ー
ト
（
第
5
弾
）

H
2
8
.1
2
.3
1
ま
で

●
食

の
ブ
ラ
ン
ド
「
淡

路
島
」
オ
ー
タ
ム
メ
ッ
セ

平
成

2
8
年

1
1
月

に
淡

路
島

内
で
開

催
〔
出

店
数

：
約

3
0
店

（
予

定
）
〕

各
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

に
し

阿
波

～
剣

山
・

吉
野

川
観

光
圏

●
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世

界
選

手
権

プ
レ
大

会
（
三

好
市

2
0
1
6
.1
0
）

●
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
6

・
2
0
1
6
.4
.2
4
開

催
、
1
万

2
千

人
超

が
参

加

●
は

な
・
は

る
・
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6

・
2
0
1
6
.4
.1
6
,1
7
開

催
、
2
2
万

人
が

訪
れ

た
・
徳

島
ｸ
ﾞﾙ
ﾒ
,阿

波
お
ど
り
,伝

統
文

化
を
発

信

・
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世

界
選

手
権

2
0
1
7

の
プ
レ
大
会
を
開
催

●
明
石
海
峡
大
橋
「
海
上
ウ
ォ
ー
ク
」

・
年

2
回

開
催

2
0
1
6
.5
.2
1
･2
2
、
1
1.
12
･1
3

・
世

界
最

長
の

吊
橋

を
体

感
・
普

段
は

立
入

れ
な
い
管

理
用

通
路

を
ウ
ォ
ー
ク
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「
鳴

門
海

峡
の
渦

潮
」
世

界
遺

産
登

録

○
鳴

門
海

峡
に

う
ず

巻
く

世
界

の
奇

観
「

鳴
門

海
峡

の
渦

潮
」

の
世

界
遺

産
登

録
を

目
指

す
。

「
鳴

門
海

峡
の

渦
潮

」
世

界
遺

産
登

録
に
向

け
た
取

組
・
渦

の
大

き
さ
最

大
時

直
径

３
０
ｍ
は

世
界

最
大

級
・
潮

流
の

速
さ
時

速
２
０
ｋ
ｍ

・
世
界
三
大
潮
流
に
あ
げ
ら
れ
る
。

・
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
。

兵
庫

・
徳

島
「
鳴

門
の

渦
潮

」
世

界
遺

産
登

録
推

進
協

議
会

・
構

成
団

体
兵

庫
・
徳

島
両

県
の

関
係

行
政

機
関

、
各

種
関

係
団

体
、
議

員
等

・
設

立
平

成
2
6
年

1
2
月

1
8
日

・
事

業
内

容
世

界
遺

産
登

録
に
向

け
た
調

査
研

究
・
普

及
啓

発
・
情

報
発

信
等

H
2
8
年

度
の

事
業

内
容

（
予

定
）

・
自

然
遺

産
・
文

化
遺

産
登

録
に
向

け
た
学

術
調

査
（
予

備
調

査
）

・
講

演
会

等
の

開
催

・
H
P
の

充
実

・
普

及
啓

発
グ
ッ
ズ
の

作
成

・
配

布
等

他
の

取
組

・
う
ず
潮

を
世

界
遺

産
に
す
る
淡
路
島
民
の
会

・
「
う
ず
潮

」
の

世
界

遺
産

登
録

を
推

進
す
る
淡

路
島

議
員

連
盟

・
鳴

門
海

峡
の

渦
潮

を
世

界
遺

産
に
す
る
会

・
世

界
遺

産
登

録
を
め
ざ
す
鳴

門
市

議
員

連
盟

【兵
庫
県
・徳

島
県
】

う
ず
し
お
科

学
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

（
淡

路
島

南
あ
わ

じ
市

、
大

鳴
門

橋
記

念
館

内
）

・
鳴

門
海

峡
の

渦
潮

の
価

値
と
魅

力
を
世

界
に
発

信
・
鳴

門
海

峡
の

渦
潮

の
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
忠

実
に
再

現
す
る

巨
大

水
理

模
型

登
場

！

・
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用

い
、
多

言
語

に
対

応
す
る
「
う
ず
し
お
ナ
ビ

」
！

・
世

界
遺

産
登

録
に
向

け
た
活

動
を
紹

介
す
る

世
界

遺
産

ゾ
ー
ン

の
設

置
！

・
H
2
9
年

3
月

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
目

指
す
。

・
「
渦

の
道

」
は

大
鳴

門
橋

の
橋

桁
内

（
車

道
下

）
の

海
上

遊
歩

道

海
上
４
５
ｍ
の
ガ
ラ
ス
床
か
ら
望
む
渦
潮

は
ス
リ
ル

満
点

・
「
エ
デ
ィ
」
は

渦
潮

や
大

鳴
門

橋
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
等

を
ゲ
ー
ム
や

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
楽
し
く
学
べ
る
施
設

渦
の

道
、
架

橋
記

念
館

エ
デ
ィ

（
徳

島
県

鳴
門

市
）

う
ず
し
お
科

学
館

渦
の
道

さ
ら

な
る

交
流

促
進

，
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
観

光
の

増
加

へ
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⾼
知
県
の
⾼
幡
広
域
５
市
町
で
開
催
す
る
旅
の
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
〜
四
国
カ
ル
ス
ト
か
ら
⼟
佐
の
⼤
海
原
へ
〜
」
。

“⼭
川
海
が
織
り
な
す
⽇
本
の
原
⾵
景
が
今
も
鮮
や
か
に
残
る
奥
四
万
⼗
地
⽅
。
都
会
の
⼈
々
が
こ
の
地
を
訪
ね
、
そ
の

⾃
然
や
旬
の
味
覚
、
素
朴
な
⼈
情
に
触
れ
る
と
き
、
い
つ
の
間
に
か
素
の
⾃
分
を
取
り
戻
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
“す
っ
ぴ
ん
デ
ト
ッ
ク
ス
の
旅
”を
私
た
ち
は
提
供
し
ま
す
。
“

（
奥
四
万
⼗
博
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

●
開
催
概
要

○
開
催
期
間

平
成
２
８
年
４
⽉
１
０
⽇
（
⽇
）
〜
平
成
２
８
年
１
２
⽉
２
５
⽇
（
⽇
）

※
同
時
期
に
近
隣
の
愛
媛
県
で
も
「
え
ひ
め
癒
し
の
南
予
博
20
16
」
を
開
催

○
開
催
エ
リ
ア

⾼
知
県
の
⾼
幡
広
域
５
市
町

須
崎
市
/中
⼟
佐
町
/四
万
⼗
町
/梼
原
町
/津
野
町

○
実
施
内
容

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
広
域
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

●
情
報
発
信
拠
点

○
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

観
光
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
す
る
中
⼼
施
設

①
道
の
駅
「
か
わ
う
そ
の
⾥
す
さ
き
」
内

○
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
他
の
サ
テ
ラ
イ
ト
サ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、

各
地
域
の
観
光
や
交
通
な
ど
、
地
域
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い
情
報
等
を
来
訪
者

に
発
信
す
る
施
設

②
道
の
駅
「
か
わ
う
そ
の
⾥
す
さ
き
」
内

③
道
の
駅
「
あ
ぐ
り
窪
川
」

④
道
の
駅
「
四
万
⼗
と
お
わ
」

⑤
⼤
正
町
市
場
駐
⾞
場
、
ふ
る
さ
と
海
岸
ほ
か

⑥
道
の
駅
「
布
施
ヶ
坂
」

⑦
梼
原
町
観
光
交
流
案
内
所
ま
ろ
う
ど
館

20
16
奥
四
万
⼗
博

①
②

⑤
④

③

⑥
⑦

⑤
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【本件に関する報道関係の皆様からのお問合せ先】
「えひめいやしの南予博2016」広報デスク（プランニング・ボート内） 右田・小野・澤田・福嶋 ℡:03-5695-5523

【イベントに関するお問合せ】
えひめいやしの南予博2016実ষ委員会本部事務局（愛媛県南予地方局商工観光室） ℡:0895-22-5211

http://www.iyashinonanyo.jp/

2016ফ1月８日
えひめいやしの南予博2016実ষ委員会

えひめいやしの南予博2016実ষ委員会（会শ：愛媛県知事 中村時広）は、愛媛県勽南部「南予」地域の食、自然、
歴史文化など様々なྟৡを発信する観光振興イベント「えひめいやしの南予博2016」を、2016ফ３月26日（土）11ع
月20日（日）までの約8か月間、開催します。

「えひめいやしの南予博2016」は、愛媛県南予地域ほかの５市５町（宇和島市、八幡浜市、大洲市、伊予市、勽予市、
内子町、伊方町、松野町、ྭ勾町、愛南町）で開催します。南予の豊かな「自然」「歴史文化」を背景に、多彩な 「食・食
文化」を軸として、「サイクリング」「アウトドア」「ড়Ⴓ芸能」「町歩き」等、200を超える様々なイベントを通じて、「いやしのふるさ
と」南予のྟৡを発信します。

＜報道関係各位＞

1

2016年３月26日（土）～11月20日(日）開催

「えひめいやしの南予博2016」の主なৄ峓こ峷
■ 「えひめ南予通信大学」・・・南予の地域産業資源などをWEBで学ぶオンライン講座が４月に開講。
（受講無厄、5コース）

■ 「南予いやし体験プログラム」 ・・・「アワビと出▎う四国最勽端クルージング」、「愛南の海で自分だけのサンゴを育てよう」、
「内子町並み時代巡り」など、地域住ড়グループ等が提供する100件以上のプログラムでおもてなし！

■「南予プレミアムダイニング」・・・“上質な食と旅”をテーマに地域で採れた新鮮で旬な食材を使い、演出等にこだわった特別な
会場で一夜限りのディナーコースを提供。期間中、10市町で開催。

■地域の資源を生かしたイベントを続々開催・・・清及四万十川の源及など、多彩なサイクリングコースをゆったりと巡る「ツール・
ド・なんよ８days」、宇和海の島が舞台の「南予冒険島」、極上の食材を味わいながらＢＢＱ通になれる「南予バーベキュー
選手権」、ড়Ⴓ芸能サミット「卯之町ブロードウェイ」、 「きほくྭフェス」など。

愛媛県では、「南予」を、愛媛における「道後」や「しまなみ海道」に続く観光ブランドとして卾য়するとともに、ありのままの自然が
残り、訪れる人々を和ませ、元気づける「いやしのふるさと」として、アピールしてまいりたいと考えております。

ع。さとに憩い、ひとに和む。えひめ南予の、いやし旅ع
全体概要発表

愛媛県・勽南部「南予」地域の食・アウトドア・町歩き・サイクリングなど多彩なྟৡを発信！

©勽海観光船 シーウォーカー
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「えひめいやしの南予博2016」 実施概要

2

■イベント名称 えひめいやしの南予博2016（റ称「南予博」 ※読み方：「えひめ いやしのなんよはく にいまるいちろく」

■開催期間 2016ফ３月26日（土）11ع月20日（日）
（プレイベント：2015ফ11月2016عফ３月）

■開催場所 愛媛県南予地域ほか
（宇和島市、八幡浜市、大洲市、伊予市、勽予市、内子町、伊方町、松野町、ྭ勾町、愛南町）

■キャッチフレーズ さとに憩い、ひとに和む。えひめ南予の、いやし旅。

■開催方針 ①｢南予｣ブランドの卾য়。
②地域住ড়が主体の観光プログラムの展開と地域・分野を超えた連携の勮化。
③南予の特性を生かした周遊の仕組みづくり。
④実需の拡大につながる仕組み作り。
⑤胍存のイベントや地域住ড়の取り組みの活用。

■目標 南予の観光客数：ফ間800万人（対26ফ发76万人増）
育成する自主企画プログラム数：80プログラム以上

■主催 えひめいやしの南予博2016実ষ委員会

■後援 農水産匚、観光厘ほか

■公式ＨＰ http://www.iyashinonanyo.jp/

シンボルマーク

メインポスタービジュアル
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認知度の向上 

観光客の増加 

・ＪＲグループが指定した地域の観光開発・定着をねらいに開催 

・一定期間、集中的に宣伝開発し、集客増、知名度向上を図る 

  【前回開催】 Ｈ１９年４～６月 

    実績：22万人増（前年比＋9.3%） 経済波及効果58.6億円 

ＤＣとは 

主な取組 

取組の流れ 

H27夏(7～9月) 

プレＤＣ 

H28春(4～6月) 

本番ＤＣ H29春(4～6月) 

アフターＤＣ 
新たな展開 

観光素材の磨き上げ 積極的な情報発信 

おもてなしの充実 

二次アクセスの向上 

旅行商品の造成 

岡山県 

フルーツと夏向きプラン 瀬戸芸2016との連携 四国ＤＣとの連携 

・「春」の幻想庭園・烏城灯源郷  

・瀬戸内海アートチャータークルーズ 

・大原美術館 ｍｔアート企画展 

・備中松山城 ガイド＋タクシー 

・個人向け：レンタカー利用の拡大 

・団体向け：貸切バスへの支援 

・関連セミナーの開催 

・おもてなし宣言 
・主要都市での観光素材説明 

・旅行会社への訪問活動 

・商品造成ツールの活用 

・パンフレット作成の支援 

９年ぶりの岡山開催！ 

晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン（ＤＣ）の取組 

連 携 

・全国的なイベントへの参加 

・ガイドブック、ポスター等を活用したＰＲ 

・広域連携による取組の推進 

・観光ＰＲキャラバン隊による広報活動 

観光関係者 ＪＲグループ 
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